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の名向をうたわれた rジャワ史』 2巻 (I五istoryof .Ta1•a, 
1Kl7）をわずか I年の閑椴の間に書きLげた。




メイン（SirH. J. S. Maine）の VillageCom111w1itin 












『英領マレ一史』 （BritishMalα:ya, 1906）を書いた Sir
Frank A. Swettenhamもまた Resident,Governorと




















































































ロンドンには RoyalAsiatic Society, !Royal Geographi-




































供するもしりでふる一一九 ~Library 全備え， 調Yi・i!fすEの受




















































版した（AbbeJ. A. Dubois, Hindu Manners, Customs 











時漏出－ { ＞ド J〕月告白土日lt'.t:U；ド）；で交εふるどいず可ぐ をあげた p Lかしコム， tJ－烹．茶、ココヤン，棉花など
い邑古川士ない -7 l-ー／ブて＇；士ゴム， JこIi,マでt士米、 び｝！ム要i陥／！＼fl二物については，Planterあるし仕貿易商を会
ピイ口 Lではコーヒー・ :1,.ゴi、イン iでは綿花・〆 i. iとする F主1f.ti-・取う！業者同体が自らの資金（輪出人
工ー卜・九日、ヰCl'ソ ＇） －＇；の十 f-Ii-ルザ4・i＼花・コ」［：‘ 以E；ま金）をも pて作物日ljの試験研究機関をつくり，政府
実情凶 r7 ＂’jわココィ・池I日↑二物，，， Jf.L LI心仁上九 かん全く 1虫、止して惣：かな；；）！：i院と Staffをも J 》てはるかに
江ことが、、λ仁う J 二のことはだんにイ cfljス：liU:1!1'.，こ ,i'，、i正案どめs全Lい成果をあげたt マVーシアのコぉム
｜及「，ナい也 1<¥:,Ji！口者1司♂｝熱帯沼地域，｝）聞で・ tM（び）iJ¥古P心： {iJf化iJr, i' f口ンの茶研究所、ウガンノfにある Empire
十！、if1f心 Jf’）｛Eある これ.－，，，，作物はほとλどぷ f干 Cotton ( ;row日以仁川porationの1'1i'i1b式敬尽などはその
＇） ぺ人にヒ｝てrJi／：：こが［10也：こ湾人Jti＜，；＇，込， I-¥i:l'iに消 数例にすぎたいt
十五 tろにif；↓三t，長士＆r之L・三｛〉のであう｝二弓レ＂＞：＼＇封 （'I （干切l'i/1物についてはJji.にイギリスのi」J（；－だけでなく，
物Cfll~） I! ／ヒ・＇＇｛人、川種改＇l ＿：；んにそのi主Y:'Vi＼二日I＇に！も1「ら 二♂川、うな例it大戦1)］のオランザのジャマ糠業試験｝揚，
,;r1JW・（i)I’1tit ': i.，めぐj也1Jcなflて【Ji'.でふるが、それが ｛¥ スマト工夫のゴム研究！対などにもl,i］じ二と語、、えよう）。
IJゥ，.もこl'< 'I t;,j：示品1,J ，こ仁 ζグ·1i,m1/,1 ，~1色｛現{I：の i{i住 ，； Y; ノ＼－＇IJスが烈＇／己＇ frltl(J也て遭遇した大きな肉球はもろも
い，］） νワre削；｛j花に大きくよすt弘、しぐさfこ：jじたは斤f立寸，く〈 ん山内fr；；風土病であ J た。コレララマラリヤ， ii長！伝病，~
;, fよいこ｛二 J l平）ノ：） ！りえ黄熱病宅一I・ f右腕虫3 アミーパ，~，jfiJ· と数えあ
LIJ, L二山官fl]ri G') ,ih¥lfl:・研究lこ－ ) ＇，、ごも‘ n会,i/';fl・’？ げとも守i合:n臼i，む，1,!、いを少なくとも19世紀末主でのt'I人
,rJ J¥} （「とい，j：し少なくとし19itf: 1:L向、・r士？政問（士！＇ I it!:i,＼ ヒ！＝こと C'7.h人う そのv、ずれもが自らの生命と
ら乗リたす二ともl'(iliJ1こMilびJすーること f,IヱEんど iu 、 ｜い]I昨tこPlan ti付llツ：H部rfiの＇l：命.fl三業fi巨〆？ミ；iこ致命i'ドjであ
／（か Jfこl v1oir:ttM(t也におけ／c,‘La、’， an《I( Jrd<cr、i}) ／与i，艮り J L方、L来）＇，、にもマラ ＇） ヤにつし、ては19JIU:c.＋ミに
J士、’支な番人で仏；：， く雪りあ，）、それをこえ心ことは寸 、 1 x・ rJ .，，人l~fi':i!i おir Ronald R円相がインド、でマラリヤ，，百
: ［山川町・：Hi人などの rI rt1と示／「に，121いうれい、！＝ jげP生活史をl土仁記、てWl「】かに Lたのを契機にH 法かる
’こfニ，止士1'.JではなL、が，央［qT,'>Efrl:i'i物［主iとしご／〉〈ら はし·； U.~ －i1, ／ご十列車i吋の仁・jfではスユスj¥@rf1・ A・)l:fこlt
tしょこ Kev.’（ :ardens ( 1759行）がぞJし：； {Tf干Jい物（／〉鬼伝・ Lてl'ihの人命を節約Lえた〉かれはjは初の／－，－..：，，レ賞
¥>W，と：；こ I】！ant山内，，〕 l三d、；ニ，Jr/Mぐ？の！＿＼ifヒ， Hir'i'iu)J/,' 合うけた Sir D. Bruce l土1'flli(!i戸Jが、ソ工、ソヱパエに間イ「
1小＇ 戸［；1iに－) / 1.七J／爪3；土大方レ l t ，＇二 Ke刊 C山dens Jれることを発見し号また象皮病も蚊に関係することを
をモデノLとしてlリ世紀初j～中 1l，こかけ：ノンド号 ・I'{ , おir !'at rick '.'vfan吋onが任Q,したの その結果. Lだレに
>, ＞ン刀，！c:ール、［叫 fンドなどにji'，防，，，］が台1J,・,;J1ラ二 子防・／f;i接対策が功をそうするようになった。 LかLrt{'.: 
h1・,,n日tafが Kewc-'J供給・長l必ニ（｛C（「LJ三こともと、 l(fが烈F市［〈学・衛生；ニ関与Lたのはやはり 19i世紀友かム
れてはならなl～これ （） しりい物i討しり1,JI J : 1i/U (1也ノ、し勺お のこ Eである仁川99年，口ンドンとリパプールト二政府・
:'!cf:1の導入「ゴム、甘rl_，コ I アなとそバ好J1J),:f(,U t '1: 1 ¥'.:/1¥Jの／£h1,1t日売をも〆，て熱待i英学校が泣けられ，医i汗の
l:Cj('i ；ニシt果をあげ，・／二二と f;J:仁／ J.1 ;, .l ！と：＼；チヲ：であるつ ？をr，＼：；土hiJ'L1＇に熱帯病研 "'iに若干した。現在も二れらは活
氏1/,fがlrlU，＇.；地）；＇~業ハ辰戦， そのf二九，r，向ft・研究’Wt l'1＇と続けとL、；：〉
に F全－＜，（ミ，／ノ〆J二二うとノ：f)I誌なく c2').1 ／二I/川t上うや＜ ]CJj｛吋己
i' ，＋：からのこと Cあ心 その男性誌は／ / 1 ，－，~－：土 El陀紀徒
、｜三に相手在L,' :/!ll慨ににふ.~~.民. ！＇.モマ：乃花！？であり‘ I（，ぷ
l吋｛＞ ドーで ！[1］二＜ Jli UI ql! 」ふこ Wr':t'.宇／i竺が病止，7f 1こ：｛l ＜~fr"i
Hれこそ／ '1’（1二をおびやhiδれてド／こことてあ｛， y その＇JI~
: 1liUO也；二♂入、て i.IぃjL仁う tc・J;.t，＇，ふらいは， j、l;'U(J；＇，’：f
, ＇の ，M；！＼ 庁：fi.＇，作物持人・ 1九L1:1',.it1I!r'iJ I c>Jl；子要から、どり1.
紀初期にかけ＼ レ iれj,政ini二！：Jc汚in）・ 1問主！坊がおか
れうことと t;. ＇三乙そこコ士 Plankr,1 i¥:Jf；－作物だけE
なく小農民のftt引T物にず〉＼、ケ七・:o,1L＇.後 H.f毛ンワ選択，









; に IR. Seeleyの高いラテン的教義とす，Ji:をj断われた
The F..rj1,rnsim1 of E11g/and(l88:1）をほろにがし、f(:jljの
3ラ
1970070038.TIF






missions (1880, 1898, 1901), Factory Labor Com即 mis
sion (1908), Indian Industrial Commission (1916～18), 
Royal Commission on Indian Currency & Finance 
(1926), Royal Commission on Agriculture (1928), 


















川 ent o( India, 1929と L.（二 A ]¥now！由夫人の
’The I~conomic Development of the liritish Overseas 
Empire, 3vols, 1924～31であろう (1走者1土インドだけ
を扱つえものではないが）ロ 2人ともしり日donSchool of 



























Moreland，農業経済では HaroldH. Mann, M. L. 
Darling, G. Keating （いずれもインド政府農務官〉，農
村社会では Rad.Mui司 rjeeや F.L. Brayne，関税問題
では H.L. Deyや N.J. Shah，貿易では Y.S. Pandit, 
C. N. Vakil，通貨・財政問題では J.M. Keynes, H. 
S. Jevons，さ「pに経済問題全般につし、ては G.B. Jathar, 
S. C. Beγi, Sir M. Visvesvaraya, P. Lokanathan, 




（とくに LondonSchool of Economics）に当時教鞭をと






















す＇］ftlくなり E.B. Tylorペ〉し T I lobhouse などの；t
(l~ ， i命 （t'.Jl( 1j¥;・/ か，－，, J. c;. Frazerの「（：；：校'f.1』 ：.The
(;o/clen 8ou.~h, 1K90J, .:¥-（）；こ B.九lalinowski,Radcliffe 











i'－；－的組織に， l:1 Lて点たんに持（t!J誌を子？に止ま Jたりして
いえことに批'flJのIを1(］けたといわれるJ 機能＂tiJRの人
は々，来日司L巳校の文化合人＇／； i住fヒのji'J:物としていわばi'l’
位以JなI日でfo＇.え上うと :tL tよいυ 未fltH（肢の文化を理解




肢のも J ノ十， ＂＇－、 C'J11,ljl支・↑武沢・鋭など L 、〆》 f二文化の~h
l要素；上不1J'1jのど－（t:（丈一！tFl:' ;-(j;) とL口ll;E:¥Atイ｝

































調布で千f名な R.S. Rattray, C. K. .'vfel《やスータン
政府の C.C. Seligmanなどはいずれもその例，またw
7 ブリカの KenyaLand Commission幸f,!';・も／ri］じく主主
H『fの AnthropologistによっfごG
イギリスが数百年米子fり続けてきた［安上りの政府J








1,jl寺に， 悦w也官・rJ:志望者に Oxford, London, Canト
bridgeの大学で 1, 2年同社会人類学・植民地行政（史）・
,r語の特殊コースを履修させるようにした。さらに第










¥falinowski, Radcli任e-Brown, Firth‘ト：vans-Pritchanl, 
Audrey I Richards, L Sぐhapera, ¥foyer Fort田など





nial Officeや RoyalAnthropological Instituteを介して
数多ぐえ刊されていることはj,'Vi，告のとお i）である。なお
こしり時期には，有志の人々によ～ご Thelfoyal African 
出 ciety（商アフリカの民依誌を｝了？？：た もってつづり天















C ＇｛了能な植民地官吏の養成 l:？つ I}fJ 1/:J理研究者の育成
に大きな足跡を残している J 日 J ド＞ k＇戸とくに Lon-
donおじhoolof Economics & Political ::,cience, School 





けでなく， Oxford と同じく植民地官吏の養成， さらに
インドなど植民地からの留学生の教育にも大きな貢献を
してきえ。

















上る符々 のも＇ Society”がつくられ．それが infのrmalt;ょ
i'l: Y'・日報・！Vbc'支流の機能を活発に果た L亡し、た、 The
R川 alSocielyはその最も古く典明的なもの＇ tf会科学
関係では TheNational Association for th日 Promotion
of Social Science (1857年）， The British Association 
(1832年〕など比較的に学会的色彩の強いものがあった
が， 19世紀末，とくに続民地問題については TheRoyal 
Colrmial Institute (1882午う， The Imperial Institute 
( )i,;-¥?ft.) jJλ寸三れも民間有志によってtrL 7,i浮蒙・広報－




らに円＇：）＜、て 20世紀初にはさきにふれた RoyalAfrican 
Soci白tyができ， また第 l次大戦後には International
Institute of African Languages & Culturesや Royal











な p たといえよう。たとえば前にあげた Knowles,
Margeγy Perham （アフリカ）， IL E. E巨erto凡などは
,・・fitも大学の人々， SirC. P. Lucas, Lord Lugard, 







ととえIf'J. M. Keynesの若き Hの仕事（インドの
通貨｜掲題への関心）， L. I. Jenks, G. Paishのイギリス
海外投資の研究， S.H. Frankelのアフリカ投資・労働問
)(ij J〕lV1究， Ilobsr湿などι 七ちろんこの時期に総織され
J二 HoyalCoη1rnissionsてJ lえ.I. I. A の Study( ,roup 




済史／ゴったと t、，じれるo ＼；：；＼＇学輿！ lJ干J；波i土20[i: iL＇；士；土 L、












七，／）三はな、 Carnegie, Rockfeller，ドord やI~内の学
術援助団体からの資金の方が大きか，〉た。経済関係で政
Jl'.f自らが着手したのは ImperialEconomic Committee 













1.: Colonial Of/ice (Coloni九iResearch Committeけか
らの資金の配分に参画することとなった。農業関係の試
験研究に英本国政府が積批判に援助をりえたのは1929年
















































て ＇｝~＼i，’同ははるかに深刻な J;i，主に＇11111i した｜！年てあるとい jkl[/ijで共同してその調査研究を組織L/:o民主'J:研究につ
え tう。抗日｝也；土計界経済、りた）J(C'Jt.: ／，：二庁、引1f~ を .i/t い「t＝れ空で民間寄付にた上ってい！ご黄熱病研＇fE)Viを
.＼＇）なければな九たいど｜山 I＼に， fj/iJf地IJ;i:{liぞれ／十ょのti,;i＇’: 政府の子に干名すなど芥]i/［民地の角帯：；pjli)f’売機鴎の'1i3:/!i強
｜訂とのために閣！ヒされねばならなし＼その使命が前J（本 化に努めJ:・。その他地上型・地質調査＼，この時期に政府資企
1:gに負わされ Iヒ設fちでι3るという LordLugard :n[f{;¥cfl: で広汎に行なわれた。｛也市英本同には、 ColonialOffi問
統治論』 （T>u,rlλlandate in nァitiにhT，ψ H  ・al1 fi-i，川、 に ColonialRe時 arch℃ommitt何（？をの ColonialRe-
1922）；土 1920宇代以来実帝「司の楠民政策のJ,tnfilをな L／：こ searchぐouncil）がおかれ， i調合f研究政策のj＇（＇菜・実ぬ
上うごあろu L力、し 193ο：l：代の事態：i土英帝［＇＼：］その tのの 機関どな－，た。三の下に各分野1JIに専門家・学者ーの Re一
存杭のためにこそそうし、ろjf{(1較を必要土 LてL、t:＇），＿.さえ s1earch CommitteesをおLもて， これ人が告白民地t.（ 「）ひに
' . ;;~ .t 'j J ィ：千円ス本i有の際係機関の議官研究を調教・指導・監将
192十1「Fの（、olonialDeγelopmet Act はその政策のIl! 十るとと仁に（、り！のnialR明 earchCommit怜eに各）＇(l¥rHJ
始を ，；i;l!Jミする l,J〕？あ f ノたが，事態の深刻化はそれ企い の研究について｝住吉L全fて資金を要治する。とくに侠業
、そろ強化して‘仁olonialDevelopment ancl ¥Vclfar白 l'rll"Jに勺し、て；tImperial /¥gricultural Burea日（現有：の
Aぐt1940 (C. D. c¥'. ¥V. Act）にHf本｛ヒされたひとの実j足 Commonwealth Agricultural Bureau）均三イギリス＞t正
1 ： に大きな影ヂ＼＇を及ぼしたものとして LordHaileyの 同， lu'I氏i也ともに！主i係機！弘iが多いと左かC，，それ，，何干
Afr】ぐ《an汚口了、cy( 19:lS）のiJ,t；大なl抗｝今どその勧；片‘ 、＇r, li¥Jの可耳1き：iJl'疋♂＞t占報交i荒の機能を果：f三すこととな d 》f許ご。
に Lord¥1o）γI〕
とili主目すJζ 主二とであろう o C. n. .I；ニ＼V.Act, lリ，1() 少と主している機関は13もある）。
l土以後1011刊lにわたけ何年500；万：インロをM山；J也ゾ ＞1,i'＇と C. l. & W. Actによる調査研究t，は 20if間で 24のり
だIJ1;とIS！、nlモ枠内；d:ci1,'1 Iゴこイギリス政府が疋iIH：サミ｝忍 ）；ーポンド以 i二支！ド！されたが，その配分l上書店内山には~林－
:., Eらにそ，7)／こ lベわi二必要trtMO出（1),!/J査研究Ii住之そ 古j1'i • i!，業関係に尚早｛， 官三q:fこ24%，社会諸科学の調夜
♂ IJ笠営背としてj正＇ f-'-50万 iバンドの支出合も，；~，め jニ。二れ 研究tこはわずか且りらしか与えられてし、ない。
1-t 合く LordI Iユileyv'l納｝iと1，，］知であ J ' 九二九！日夜｛りトブtit 干I：会諸科学J 、の-t::1，にはこのI寺！切につくられたわれi
記LI＇，は194日iJ=c,nl：文:iFーでirtfド［（）（）：刀，；＂ンメ Lord Moync African Inぉtitutcof Social Research, ¥Vest African 
Lアjh』＇！，＇ 十こ，＇［＇：
3才ll960円一；S!'kでが与わ，ノた）＇° Le》rd] !ailじJ’；j ，・ソリ刀 υ） We三tIndie只 Instituteo[ Social and Eco口omicRe-
1位以JU：の政治・れf斉.fl：会tこっL、て全両r'tJにふ3-/tL ！：結 search への資金疫PiJを合んで、いる。これらの調ti!Uf’先を




L, ~i'伎のけF衣として調査研究￥:'.11の拡充ど Hll:L.!illの遣 ので，これら機関の設置ははじめて原作一民の中から調査
給・共r,n・珂佳乃 i必要を強く約i与しだっ政府；よかれのむ {Jf＇だ？；を多く養成する機会を与えた点でも大きな立義を
見を全而irt'JにtiJfJしと C.Il. & ＼＇.‘へじ tlこよーて以後2り もった。台I］設初期にはその staffはほとんどイギリス人
年にわたってたんにアフ！）力だけでなく fd ア・尚子ン であったが1960年代になるとそこで育った有能な原住民
ドの納民地につ1、、ての調ft・研究機関を1/fl:('.;J也・ァドほを♂ stλffや助手がそこの調査・研究や槌民地政府内で／，r;fil 
i本として笠vi・組織化していった。それ仁もの成巣を槌i乏 しはじめた三どは注flすべき Fあろう。












課題としてとりあげられてきた。 C.D. & W. Actの目
的である産業開発と原住民福祉の向上を実施する場合に
Cultural Changeの調査研守成果を政策に有効に利用し









れらの ield ,urveyに， !Jfi述の三つの恥J之された In•




O伍ceと I山，rnationall¥fi ican Institute (l 9:!G年につ









かれらのm）完全うりた LucyP. Mair, Adrian C. Mayer, 

































































1廷がた／トー～そという’Jfi古が考えじれる ι しかL19:m;1F: 
（.＇）イ；況に上ろ打取は， i:,’帝国の経済1/¥J題の，I,大住・ IMHH'I
｛~ ーネに llfjjfii ：二 t；しどしたの f干リスi士Mn:Colonial 
( )friceの11に19'.lflドfVFばに、はじめて経済部合｝浸け f二
•I,実は lj前l\'.;J也 ，J） 経；[i'II\J起にたj寸－－ ;:, ifl,:J(f,r〕関心の出 ・J:；）を
I；品（！＇Jiこ討としてl‘りてJ, ~ r，にじ f>. dと＼V Act l'l-iけによ
てti/1l S:J山れ済問 'it;政策が fギリス政府の段以的介入に
よ.C ＇＃：肱｛されア）ことにな•＂）た l この Act Jl誠定1；庁’Jtt'k 
し＇）「rn;n~w， 氏地川市戸ii干 1'1切司 ·ff.併すEにあのーイL、その民！日J
,-~ ~ilj i敬したことは砂jムかである予しかしはとんど山肋｝止







C. D. & W. Actの実施にi'f，て政府は， fl/.U1;地のa
済・社会統計「）整~i臼と同時に各地で銘々の経済誠ftを F
なリた i たとえば原住民の農業経；tr・－u出制度（＼1.R. 
Hoswell、JD. Freeman唱 C K. .¥feek), ,'lf.業絞
E. Hunt），産業認査（こIVム・タノ《コなとラド T Bauer, 
S. S. Murray).’;~· i動（C.1. Northcott), ;1,ti!:自.（白ft. 




















































ぺ、「ギリスカ；，，、全や主t打差；住fJil関係の・／"j(,f；ニサiたって「政 Board of Tra山，近年では Ministryof Overseas De-
;f; lを同力夫［白1に／／－＇，さなし、こ土を立 I！まするであ人う σ "elopment (ODM）など植民地関係の諸告正大学や民間
イギ 1／ス保流学i伝統的に植民地を f本｜刊の終済・ M i溺1l:研究機関とのHlにも上と同じあるいは以上に密接な
政・同氏・ W'/f上に志つ忘、義はやはは！とし、う悦点からli;J 関係ができているα
湿に Lてきた上うに考えんれる rいたくを もJC)j止紀4、 ;:;';2次大戦後r/ilιなく Oxfor，《！と Londonの1,j大γ－に
主（グ）“Politi川lEe明 nomy", Lかし新，＼＼lllil1U'l,)Ul{ ln日1i1ut出。f（：川nmonwealthStudiesが設け r,＊＇、ロン
¥-＇） ス終;I干＇／’ nJ!H；命にi-J:I til！そi也ふ J: tl:＇.~U、々もに］） 土 h i、ン大•＇／：ルにはノi'!II：紀初Wfi以来 London School ,f Eco-
•J I政治l；士J唱；命山；，，1守けi、におかJc!~ 7ーシ γ•l,iνt nnmicsとSchoolof Oriental & African Studiesがあ
内lc'.j術JlHJ命グ）符 L＇.、1.t(IJIJ、：：。ゲ一cl））＇戸／七卒王1、y：、 " r，に Pて’ L、す：tiノf》f寺fリス（jl[l℃t也の経J斉i局査.!iJ究をして
ケfン一ぐLη 快主!l」，命＼の発Tl¥}；士司 Le》rdIミohlii【1只び〉「J必 1イ、るが、こjc f》の討ta
ブi：かけれは可 「・1「；cn分間己内問題に＇i.点をれL 少な〈 との開にたんに調査・研究にっし、てだけごなく，柑I宅地
三イ】 I日＇＞ fil :t,. i士認のJ門大・ }frh'/c' ) I'¥l :mがll<tYH二 行政’i'fii) 'f{(i、ト，：諒子守につし‘ても大きく貢献してきた《 i・比
•fl Hl :cれたが , f済発恨の！hWcU•J 点、む L 乃花IIと i'1iカーらそ→内ぷJft活動がi吐¥'1-1¥-Jに知C'，れてし、たTheIミ《〉
Lη7。ロ J＇.ス （！）解l)lに？〉析1とi(irj1し「て i 方、〈 てjfi:ft争王存 11st it ute付fi口teγnιatiりn礼lA仔airお（R_I. L八.） I主f(I/円憐
；正Jt う11 ＇ 「し，－）手ごゾ，，.11,\i,f~さがJ ：：＇；土あらが lW紋t;.:£91論・ i!JI.キ ！引くあと〉が Foreign( ）／れceと関係が深ヤn IC¥:l8 {J－にこ
笠え， l：内ケ－（ t(f;/'1；と伶i1,TJ I日Ji:忍を汚点してれ済政＊ーに ラた TheNational Institute of Economic & Social 
I目前l下JJ,U還をおき，京三ケ f；六、の1w；：命；士庶気対策と L R，吋earch(N. LE. S‘R.), i阪jをつくられた The()verse山
てし／〉政町内 ti~1,(i)t：財政・経済政策プ） {f効nをおじ！］（i1Jt: ］）出elopmentInstitute も1］じく民 1/l機関であるがそれ
i,ロ）（こ Lた 、＇＼I干の［限界的不況、信ゴ次大法l1，ηW/r枕 ぞれ大夜行、 Ministryof Overseas Developmentどの
1,IJ、さ「， ; ιii¥c伐のHo寺再:/itJf；止など！llikくポ！！日岐に、＇i1f:iし ！日；こ'I討をな問係があり迷'tf;資金の補助をうけてk、るι 二
乙 イギ IJス政府はれ済w・門家に工；:i1-:'.！，出，：1fl: ！：そv勺JIJ れ.－，機！主lvi sta仔 l.t ，，.、ずjLも小人数であるが海外諸[LI• 
三・提慢にい v yそごl大きく版「一》ざるをえなくな，／：こ【 l;/lJ(Jiliの経/f・貿V，・政治グ）諸問題に J刀、亡専門的な）1
こうして杯l存ι；： （者）とl攻月：f そぴ）主主i'irtl（夜 一王 子五.1iJr'1・ct,・ 行な.，ごいる q
の関係：14~ ：！ 次大戦i'Jけから戦伶・現在；T宅る t.tごしだ、、 i1／（民地のt主流＂l:r¥J;J:品1'・｛リ｜究はとくに第2次大戦後方、
に件~tB:になす j てき／こ 1 ケ （＞ Lが［Llf人Jr'！＇－）；二 i.I可際（iJiこ1, , Oxford, London (L.お E.),Camhridge, Manchester 
／わざまし＼・・，活路！をしたことは上く＼uられているが， f也に (J),i昔大・＇t, R. Iーし ん，＇.＼／ .I.E.S. R さらに 0.D. Iーの
も：1,:r，な経済学－1，大学教綬で政府内 A,lYiserゃい4際 九taf たちによ r f亡l：として行なわれ，著書あるいは誠一；じ
よ機関の山川と Lて説’支の lぽ湾政策にilhlfミしている人 のMで数多く発表されてし、る。似々の成果を列挙すれば
々は数多＼ 'c，たとえば， A K.どairncrりs,Si1 Donald l波りがないが若干の人だけをあげよう c
¥facf）円l日al, Sir H.oy Harrod‘ Lord R川市ms,:N. メ I.Frankel, A. K_ Cairncross‘I. '.vf. D. Little, 
Ka ldor唱 T Balo日h,Sir Erie Roll, Andrew Shonefielcl, （投資・媛fl/J), C. Leuhusche1, P. Ady, P_ L. Yates, 
Duclley Seer～.I E. ¥'feadeなど「 P. T. Bauer, B. S. Y amey, J. W. F. Rowe, Sidney 
かれらにと d ，て，現実の政策に関りすることはたんな Caine, David Wall, T. K. Warley, Alfre:l Mai日 ls,
る余Iほのサーにスではなくて，分桁用兵・定論の｛，）fl'r;であ E. A.心 Rol札口son,T. Balogh （貿易・ l次商品問題），
り経済学4 、の考え方を深めるためにも卜分役立てている I. （二 G陀 aves,¥V. T. Newlyn, A. Hazlewood, J. R. 
三とはJゐれらのこ告書の行間にし、くらも ~,I,v、出しえ上う。 Hicks, U. K. Hicks, N. Kaldor （通貨・財政）， Dudley 
かれらがまた楳介して Oxford, Cam！庁idge, London Seers, Phyllis Deane （同民所得）， C. Clark, A. Pim, 
など大学の中堅研究計／ちを動民しあるいはす正京生色ft G. B. Masefield, （農業）， Kathleen M. Stahl、c_w. 
河口庁；こ送りこむことは主 ちろんである 大蔵官iはい主 (;uillebaud, G. C. Allen, A. G. Donnithorne, （産業・
や Oxford Economistsのロビ－ 1:さえいわれている》 社三業）， A. IT. Hanson, ¥V. B. Reddaway, H. Myint, 
こういう関係は疋んに問内経済tl¥J!i'lにつし、てだけでは W. J¥. Lewis, Paul Streeten, Michael Lipton, G. D. 
なi.', C. D. & ¥V. Act 1940成立の出か人 Colonial N. ¥Vorswick （海外投資経済開発，:I両・開発論〕など。












































































































of Oriental & African Studies (S. 0. A. S.), Royal 
















はロンドン大学の S.0. A. S.図書館がある。またアフリ




Londo口氏hon!of Economics (L. S. Eふ 1,J大学ならび
にOxford大学の Instituteof Commonwealth Studies 















ドン大学の Inst.。fC冶mmonwealth Studies, Royal 
Commonwealth Society, Commonwealth Instituteや




















































Commitlcc Reports にL、fこるまで 実に了よ明にIl慢
し，しかも最も手IJ/日し易ヤようにIiI日・整1mしている。




































年間経費は約10万ポンド， sta釘s20, Assistants etc. 200 
(2) イギリスの？を進菌研究・ ・IJ-ーピスについて地味で
あるが見逃しえない活動は“Tropical Products Tnsti-





































IJと7るLのに OverseasDcvelopme11t Institute (0. 
l. I.：，，重悦しといるものに Royal Institute of Inter・ 
national A任airs(R. I. I. A.），手がけているものに N仕
tional Institute of Economics & とうocialResearch (N. 
























」、るようぞある。と〈に RI. I. A.は戦前にも国際閣題－
T自民地問題iこよい成果を：！＇，したが，近年また後進国貿
























それにもかか才バ〉ず し、や、それだからこそ一 ， 
調炎研究成果の水準はひとして低くないし，むしろ立派な
ものである。
こういった経歴，行動，そういう人聞は日本の調査研
究機関や学界目立少なくとも歓迎されることはないよう
である。しかしイギヲスでは白I良視されるおそれもない
し，むしろ CommonSenseである。 「どちらが正しい
か」などという設閉じたいが，イギYス人的に見れば
“NりnSense”， I大人げなャことjなのかもしれなU、。
実務・政策への関与が，位済学その他の研究に生かさ
れ，憧とされたことは， イギリスでは T.Mun以来で
もたくさんの実例があった〈すでに鰻々と述べ立てにご
とく〉。
そして現｛E，かれらは国内だけにとどまらず、後進諸
国に，また国連その他の国際機関に大量進出してその輝
かしい伝統を実践しているのである。
（，間査研究郎）
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